
規

則 

埼
玉
県
立
高
等
看
護
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
六
月
二
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
八
十
六
号 

 
 

埼
玉
県
立
高
等
看
護
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
立
高
等
看
護
学
院
学
則
（
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」

に
改
め
、
「
申
請
書
に
」
の
下
に
「
学
業
成
績
関
係
書
類
等
及
び
」
を
加
え
る
。 

第
二
十
四
条
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

別
表
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

備
考 

単
位
は
、
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
一
単
位
の
履
修
時
間
を
教
室
内
及
び
教

室
外
を
合
わ
せ
て
四
十
五
時
間
と
し
、
次
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
計
算
す
る
。 

 

一 

講
義
に
つ
い
て
は
、
教
室
内
に
お
け
る
一
時
間
の
講
義
に
対
し
て
教
室
外
に
お
け
る
二

時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
習
を
必
要
な
も
の
と
し
、
十
五
時
間
の
講
義
を
も
つ
て
一
単
位

と
す
る
。
た
だ
し
、
教
室
外
の
準
備
の
た
め
の
学
習
が
基
準
ど
お
り
で
き
な
い
事
情
が
あ

る
と
き
又
は
教
育
効
果
を
考
慮
し
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
二
時
間
の
講
義
に
対
し
て
教

室
外
に
お
け
る
一
時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
習
を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
、
三
十
時
間
の

講
義
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
。 

 

二 

演
習
に
つ
い
て
は
、
教
室
内
に
お
け
る
二
時
間
の
演
習
に
対
し
て
教
室
外
に
お
け
る
一

時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
習
を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
、
三
十
時
間
の
演
習
を
も
つ
て
一

単
位
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
効
果
を
考
慮
し
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
一
時
間
の
演
習

に
対
し
て
教
室
外
に
お
け
る
二
時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
習
を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
、

十
五
時
間
の
演
習
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
。 

 

三 

実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、
学
習
は
す
べ
て
実
験
室
、
実
習
室
等
で
行
わ
れ

る
も
の
と
し
、
四
十
五
時
間
の
実
験
、
実
習
又
は
実
技
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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